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１．ＥＰＯ訪問記 

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

１．欧州弁理士 Dr. Geyer氏の大変なご好意で、ＥＰＯを個人的に見学することがで
きましたので、その状況を報告いたします。 
  8月６日 10時前、ミュンヘン市中央駅に程近いホテルに Dr. Geyer氏が迎えに
来てくれ、ＥＰＯに向う。ホテルから車で５分も走らない内に、右側の建物がそう

だと云われ、地下駐車場へ入っていく。 
  １階の受付へ上がって、Visitor用の名札を
もらいホールへ行くと、案内役をしてくれる

ＥＰＯ審査官の Dr. lng.Kardinalさんが現わ
れる。Kardinal さんは、まだ若い小柄な女性
で、審査官になる前、Dr. Geyer氏の事務所で
実務修習した方だった。この日の半日、本当

に親切に案内してくれ、案内される私の方は、

私と娘の二人だけ（Dr. Geyer氏は付き添い）
なので、非常に濃密な時間だった。 

EPO 内ビル 

 
２．この日のＥＰＯは、月曜日というのに割りと静かだったのはバケーションシーズ

ンだからとのこと。通常なら、もっと賑わっているとの由。 
  最初に説明を受けたのは、ホールに置いてある建物の模型。幾つかの大きな建物

が並んでいるが、ここはイザール川沿いの建物とは別の建物群と説明された。現在

もビル増築中であったが、土地に余裕があるためか５階建て位の高くはないビルを

横へ横へと建て、各ビルを連絡橋でつないでいる。 
  ここでの説明で、概略の組織も話され、受理部と調査部はハーグ（オランダ）に

あり、審査部と審判部はミュンヘンに置かれているとのこと。そして、PschorrHofe
地には審査部（我々が訪問した所）があり、イザール地区は主に審判部をおいてい

るとの由。また、長官が７月頃、女性の Alison Brimelow氏に変わったことも聞か
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された。 
  ついで、案内されたのは、ホールから２階へ

上って、長い廊下の突当りにあるカンファレン

スルーム。ＥＰＣ締約国の参加者が２０人位座

れる長机と、部屋の一角にしつらえた通訳用の

部屋があった。多国間条約であるＥＰＣについ

ては、締約国の会合がよく開催されるようであ

った。公用語はよく知られている、英語、仏語、

独語の３カ国語が使われるが、各国代表のため

に通訳席が常備されているのが、多国籍経済圏

であるヨーロッパらしい。時には夜中まで会議

が行われると言っていた。 

通訳室 

ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ 

  同じ２階の廊下には、優秀な発明をした発明者を表彰するパネルが飾ってあった。

昨年度の表彰者である数名は、アメリカ人、ヨーロッパ人のほかロシア人が居たよ

うであるが、「日本人は居ないのですか？」と聞いたら、笑って「まだ居ない。」と

応えてくれた。 
 
３．廊下を複雑に曲ったり階段を昇り降りして、１本の長い廊下の両横に、同じよう

な小部屋が沢山並んでいる所に来た。ここが、審査官室と紹介され、それらのうち

の一室に招き入れられる。審査官のほとんどは個室の審査官室を有しているとのこ

と。Kardinal さんの部屋は、６畳位のモダンな部屋で、パソコンを置いた執務机
と隣合せにやや背の高い机、そして棚などが置いてある。 
  Kardinal さんの説明によると、調査部でのサーチ結果だけでなく、審査官もサ
ーチをして審査する、ということで、審査官室にあるパソコンを使ってサーチする

様子を実際に見せてくれた。サーチ対象の文書は各国語の文書を含み、その中に日

本語文献も含んでいるが、日本語文献は、英文要約の部分と図面から読み取れるも

のを判断しているとのことであった。手近にあった包装書類も見せてくれたが、引

用文献欄に日本公報が記載されていた。 
  出願人との間のコミュニケーションは、必要があれば何回でも行うとのことで、

日本や米国のアクションは原則２回とされているのとは異なっている。結構、融通

を効かすやり方であり、かなり親切な制度（運用）と思われる。 
  ただし、査定までに１０年かかっているものもあると言っていた。日本は平均２

年というと、とても早いと驚いていたので、どちらが良いのか考え込んでしまう。 
 
４．審査官室での説明の後は別棟の建物内にあるインフォメーションセンターへ移動

した。 
  この移動中に眼に付いたのがＥＰＯ内に設けられている託児所で、ＥＰＯの既婚

女性職員はここに子供を預けて働くとのこと。Kardinal さんも子供を預けて働い
ているそうで、彼女の審査官室にはお子さんの写真が飾ってあった。このような女

性が安心して働ける環境を日本も整えないと、少子化対策は難しいと感じたしだい。 
  さて、インフォメーションセンターでは、ＥＰＯの活動を紹介する各種パンフレ

ットが置かれ、ガイド用のパソコンで各種行事を案内できるようになっており、Ｐ

Ｒ政策の充実ぶりが伺えた。 
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５．以上のような要領でＥＰＯ内ツアーを終え、最後は、幾つかあるビルの屋上カフ

ェに行って休息をとった。屋上からの見晴らしは素晴らしく、ミュンヘン市のシン

ボルであるフラウエン教会やドイツ特許庁が見え、また遥か彼方にスイスアルプス

がかすんで見えていた。 
 
６．午後は、WAGNER & GEYER事務所を訪問 
  バケーションシーズンにも拘らず、ボスの一人である Dr. Karl H. WARGNER
氏も迎えてくれ、ほかに若手弁理士Mr. Eric C. Emde氏とMr. Dirk W. Carstens
氏を加え、懇談した。 
  日本のことについて色々と聞かれたり、私の次の予定地であるスイスについて教

えてくれたりして、楽しかったが、実務情報として確認できてよかったのは、補正

の際の主請求と副請求だった。 
  日本にいて、解説書を読んだだけでは、いまいち分りにくい点があったが、知り

たかった補正パターンをその場でペーパーに書き、これでＯＫの旨を確認できたの

は、得がたい収穫であった。 
  この主請求と副請求について、「実にエクセレントな制度だ。」と云ったら、若手

弁理士のMr. Carstensが我意を得たりといった表情で喜んでいたのが印象的だっ
た。 

 
  こうしてミュンヘンの印象深い一日は過ぎていき、連れて行って頂いた有名なパ

ブでの夕食、ビール、ヴィーナーシュニッツェルなど、思い出深い旅となりました。 
  この旅行で得られた知見は、今後の皆様のＥＰＯ出願に幾分に活かしていきたい

と思っています。 
 
>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 
２．「判例に学ぶ特許実務マニュアル・第４版」７月刊行 
>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 
 
 本年１月号（VOL.18）で予告させて頂きました「判例に学ぶ特許実務マニュアル
第４版」を７月に入り、やっと刊行することができました。 
 この新しい４版では、３版までの古い判決をここ１０年位以内の新しい判決に差し

替えて、最近の改正法と知財高裁の判断傾向に合わせて再編集した内容となっていま

す。 
 明細書の書き手にとって、明細書がどう読まれるのかは、常

に関心を払うべき対象ですが、本書のクレーム解釈の部分（第

６章６．２）は、以前よりも整理されたかと思っています。 
 また、そのクレーム解釈を反映させ、かつ進歩性に関する判

例も踏まえて、明細書の書き方（第４章４．５）も充実させる

ことができたように思っています。 
 
 もっとも、内容的にはまだまだ不充分ではありますが、更な

るご叱責を賜わり、よりよくしたいと思っております。 
 今後ともご指導ご鞭撻を賜わりますようお願い致します。 
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